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サイクリスト歓迎のまち構築事業

サ
イ
ク
リ
ス
ト
歓
迎
の
ま
ち

構
築
事
業
と
は

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を

楽
し
む
方
に
向
け
た

自
転
車
で
楽
し
む
東
栄
町

サ
イ
ク
リ
ス
ト
歓
迎
の
ま
ち

構
築
事
業
で
行
っ
て
い
る

主
な
取
り
組
み

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
県
と
東
三
河
８
市
町

村
が
中
心
と
な
っ
て
推
進
す
る
「
東
三
河

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
事
業
の
一
環
と
し

て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
「
サ
イ
ク
リ

ン
グ
」
「
ポ
タ
リ
ン
グ
」
「
自
転
車
さ
ん
ぽ
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
地
域
の
資
源
を
活
用

し
た
自
転
車
に
よ
る
ま
ち
め
ぐ
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

※
サ
イ
ク
リ
ス
ト
…
自
転
車
愛
好
家
の
こ
と

※
ポ
タ
リ
ン
グ
…
自
転
車
で
散
歩
す
る
よ
う

　

 

に
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
む
こ
と

　

自
転
車
さ
ん
ぽ
の
休
憩
所
整
備

　

自
転
車
さ
ん
ぽ
の
休
憩
所
と
は
、
空
気
入

れ
、
自
転
車
用
工
具
、
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
等

が
備
え
ら
れ
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
場
所
の
こ
と
で
す
。
飲
食
店
舗
、

宿
泊
施
設
等
の
町
内
事
業
者
の
中
か
ら
協

力
者
を
募
り
、
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
・
マ
ッ
プ
等
の

　
制
作
　
｟
W
E
B
版
｠

　

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
コ
ー
ス
を
策

定
し
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
現
在
6
コ
ー
ス
で
、

ま
ち
な
か
エ
リ
ア
を
め
ぐ
る
も
の
、
テ
ー
マ

を
絞
っ
た
も
の
、
健
脚
向
け
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
使
用
を
想

定
し
、
紙
版
で
な
く
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
で
制
作
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

広
域
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
の
　
　
　
　

　
案
内
板
整
備

　

東
三
河
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の
中

で
策
定
さ
れ
た
「
広
域
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー

ト
」
の
中
か
ら
町
内
の
コ
ー
ス
を
中
心
に
紹

介
す
る
案
内
板
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

この看板が
目印です

❶

❷❸
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電
動
ア
シ
ス
ト
付
き
自
転
車
の
導
入
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TOWN TOPICS
まちの話題

るな

1年・サラダで元気

5年・和太鼓「楽」他

見せつけろ！！堂々とした姿を  
届けよう！！笑顔と感動を

　１月１８日（水）、にこにこ広場で子育てセミナーが行われ

ました。子育てセミナーは月1回、未就園児親子、保育園

児の保護者、妊婦などを対象に、外部の講師をお招きし

子育てに役立つ講習やお楽しみ会を開催しています。

　今月は防災士の真柴浩志さんと、役場担当者をお招き

し、災害から身を守る方法や非常持出袋の準備・内容の

充実など、平時から取り組める防災対策を学びました。

つい後回しにされがちな防災対策ですが、講習を聞き、

日頃の備えの大切さを再認識できました。

東栄小学校で
租税教室を開催しました

　１月１４日（土）、愛・地球博記念公園で第１５回愛知県市

町村対抗駅伝競走大会が開催され、第５区（１．１㎞）小学

生女子町村の部で、狭石琉那さんが第６位入賞となり、

２月９日、町長から賞状を伝達されました。

　狭石さんは「こらからも色々なことにチャレンジしてい

きたいです。」 と意気込みを話されました。次回の大会

でも活躍を期待しています。

　１月３０日（月）、東栄小学校６年生を対象に、小学生に

も身近な消費税を例に税金の仕組みや役割、税金がな

くなった世界をテーマにしたアニメを取り入れ、楽しみ

ながら税に関する理解を深める授業を行いました。特に

１億円のレプリカには歓声が上がり、児童全員に１億円

の重さを体験してもらいました。

愛知県市町村対抗駅伝 表彰

日頃から災害に備えよう

東栄小学校学芸会
　1月28日（土）、東栄小学校で学芸

会が行われました。

　児童たちは、練習した音楽や劇を

堂々とステージ上で披露し、会場に

来られない保護者たちにも、オンラ

イン配信を通じて笑顔と感動を届

けました。



プロバスケットボールクラブ「三遠ネオフェニックス」

4月29日（土）  15:05 試合開始

4月30日（日）  15:05 試合開始

豊橋市総合体育館

新潟アルビレックスBB

北設楽郡で各日500名様　

※先着順、1申込み5名まで

QRコード先よりチケット取得

※BリーグIDの取得が必須

3/1（水）12:00～ 4/21（金）17:00まで

㈱フェニックス チケット担当　

　　　　　　　　　　TEL.0532-35-7528

日 時

会 場

対戦相手

招 待 枠

申込方法

申込期間

問 合 先

広報とうえい  2023.3月号5

東栄町応援リーダー
土屋アリスター時生 選手

　毎年、名古屋市を含む愛知県内にある、公立小・中学校、

公立高校・特別支援学校、私立高校の中から、１６校が選

ばれる賞で、「中学校の部（４枠）」の中では、「東三河で

唯一」東栄中学校が選ばれました。

　初夏に実施される「体力テスト」で上位認定者を多く

出す好成績が基盤ですが、何より、運動に親しむ校風を

もち、長年、努力してきた成果が「顕彰」に値しました。

　東栄中学校は、それらの条件を満たすとともに、特に、

全校で駅伝部を編成し、体力と技能を積み上げ、「底力」

を養ってきたことが評価されました。

愛知県体力づくり優良校顕彰受賞

　東栄町森林組合では、伐採した材木を集積・移動でき

る林業機械グラップルローダー付フォワーダ(最大積載

量4t)を2月7日に導入、組合職員が安全に作業出来る

よう入魂式が執り行われました。

　早速翌日から、水源林対策事業で間伐した東栄町斎苑

南側山林の用材を集材する作業に活躍しています。今

回の導入により、安全、効率的に作業を行うことができ、

木材生産量の増加も見込めます。

木材生産量を上げるため、高性能
林業機械フォワーダ3台目を導入！

奥三河DAY 住民招待
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地方創生臨時交付金
「新型コロナウイルス対策」東栄町の

使い道

■原油価格等高騰対策事業
　 補助金 2,650万円

　新型コロナウイルス感染症の

感染拡大による影響及びエネル

ギー・食料品等の物価高騰の影

響を受ける町内事業者を支援す

るため、指定した連続する3ヶ月

間※3、また、指定した2ヶ月間※4

に負担した燃料費、光熱費及び

原材料費の高騰分に対して、補

助を行う。

補助額： 補助対象経費の3/4

１事業者あたり上限　

法人60万円、個人20万円（※3）

法人20万円、個人10万円（※4）

■事業持続・売上減少対策
　 応援金 1,435万円

　新型コロナウイルス感染症の感

染拡大により大きな影響を受け

た町内事業者※1、また、町内飲食

事業者・宿泊事業者等と継続的

かつ直接取引のある事業者※2

に対して、事業継続を支援するこ

とを目的として、応援金を交付。

補助額： 補助対象経費の1/4 

１事業者あたり上限　

法人50万円、個人25万円（※1）

法人30万円、個人20万円（※2）

■家計応援事業 875万円

　エネルギー・食料品等の物価高

騰等に対する臨時的な生活・消

費支援として、令和４年度の住民

税課税世帯の世帯主に対して、

町内店舗等で使用できる商品券

を支給（1世帯あたり1万円分）。

■避難所用資機材購入 73万円

■子ども・子育て感染防止
　 対策事業 67万円

　災害時における避難所での新

型コロナウイルス感染症の感染

拡大防止対策として、避難所で

使用する簡易トイレ及びトイレ用

テントを購入。

■保育園感染防止対策事業

48万円

　新型コロナウイルス感染症の感

染拡大防止対策として、子育て

支援センターで使用する貸出用

絵本の除菌機能庫、消毒噴霧器

等を購入。また、保育園で使用す

る消毒噴霧器、抗菌ゴザシート

等を購入。

■給食費減免 661万円

　新型コロナウイルス感染症の

感染拡大による影響及び原油価

格・物価高騰等の影響で家計の

負担が増えた子育て世帯への支

援のため、小中学校の給食費を

減免。

■プレミアム付商品券事業

4,052万円

　新型コロナウイルス感染症の感

染拡大により停滞している町内

の経済対策として、町内商店等

で使用可能な40％のプレミアム

付商品券（5,000円で7,000円

相当使用可能）を発行。今回は、

感染拡大防止に努めるため、紙

商品券だけでなく、非接触のデジ

タル商品券も発行。

■ 「まちなかターミナル」
　  推進事業 312万円

　アフターコロナを見据えた新た

な様式のイベント展開として、東

栄フェスティバルにおいて「まち

なかデジタルスタンプラリー」を

実施。また、人材雇用に関する

地域内の課題を解決するため

の支援策を検討。

　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止と

ともに、感染拡大の影響を受けている地域経済や住民生活を支援し、地方創生を図るため、令和２年度に

創設された国の交付金です。

　町では、今年度も本交付金を使って、感染症対策や雇用・経済対策などに関する事業を行っています。

※金額は決算見込額で表示しています。
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問合せ 東栄町選挙管理委員会 （総務課内）

　　☎７６ ・ ０５０1  

7

投票できる方 令和5年4月23日現在、満18歳以上の方で、令和5年1月17日以前に東栄町に住民票が

作成され(または転入届をし)、引き続き住民基本台帳に登録されている方。

指定された投票所へ、町選挙管理委員会から送付された「投票所入場券」を持ってお出かけく

ださい。 もし入場券を忘れたり、紛失したりした場合には、投票所の受付に申し出てください。

投 票

期間　4月19日(水) ～ 4月22日(土)

場所　東栄町役場分庁舎

期日前投票

投票数1,610票 （うち無効投票数18票）

東栄町長選挙・
東栄町議会議員 一般選挙

愛知県知事選挙開票結果

令和5年4月23日（日）

令和5年2月5日執行

令和5年4月18日（火）

投票日

告示日

　任期満了にともなう愛知県知事選挙は、2月

5日（日）に投開票が行われ、現職の大村秀章

氏が4選し、向こう4年間の県政を担うことに

なりました。

　投票率は県全体で36.43％、前回を0.92ポ

イント上回りました。東栄町は63.34％でした。

候補者名 得票数

99票

15票

26票

22票

51票

1,379票

尾 形 　 け い こ

上原 しゅんすけ

末 永 　 け い

安 江 　 あ き ら

山下 しゅんすけ

大 村 ひ で あ き

選挙日程

愛知県議会議員一般選挙

期 日 内 容

立候補者届出事務説明会

午後2時～　役場会議室

告示・立候補者届出

午前8時30分～午後5時

役場会議室

投票・開票

3月24日（金）

4月18日（火）

4月23日（日）

告示日　令和 5 年 3 月 31日 （金）

投票日　令和 5 年 4 月  9 日 （日）
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つながろう愛知・希望の音・鼓動inとうえい

３月14日（火）14:00～15:30

ひだまりプラザ駐車場

（前回と場所が変わっているのでご注意ください）

受付場所→ひだまりプラザ会議室

日時

場所

申込み・問合せ

和太鼓「絆」交流プロジェクト
入場券販売中！献血にご協力を

昭栄工務店

長谷水道

工事

工事

業種

1,600

3,058

4,658

民芸館外壁板塗装工事

量水器等取替工事

工　事　名　等
令和 5年度
1月の入札結果

計

業者名等 落札金額【千円】

※税抜き

高齢者への虐待を見かけたら！

　平成18年4月の「高齢者虐待の防止、高齢

者の養護者に対する支援等に関する法律」の

施行に伴い、高齢者虐待に気づいた人は市

町村への通報が努力義務となりました。また、

その高齢者の生命・身体に重大な危険が生

じている場合には市町村への通報が義務化

されています。

【東栄町高齢者虐待防止担当窓口】

・東栄町地域包括支援センター　☎７６・１７４０　

・保健福祉センター福祉課　　　　☎７６・1815

身体的虐待

心理的虐待

性的虐待

経済的虐待

介護・世話の

放棄、放任

＜献血バスがまいります＞ 

若年層の献血者が減少しています

区　分 高齢者虐待の具体例

・叩く、つねる等の暴行を加える

・ベッドに縛りつけたり、意図的に薬を過剰に

服用させる、身体拘束する

・排泄の失敗等を嘲笑する、それを人前で話

すなどにより恥をかかせる

・子ども扱いをする、怒鳴る、悪口を言う、意

図的に無視をする

・懲罰的に下半身を裸にして放置する

・日常生活に必要な金銭を渡さない、使わせない

・本人の不動産、年金、預貯金等を本人の意思、

利益に反して利用する

・空腹、脱水、栄養失調状態のままにする

・室内のゴミを放置するなど、劣悪な環境で

生活をさせる

スケジュール（予定）

１3：00  開場

１3：30  開演　ごあいさつ

 　　　　「楽～RAKU～」合同演奏（高校生・志多ら）

   　　　参加団体演奏（参加7校、東栄小学校）

１5：15  和太鼓「志多ら」演奏

１5：50  創作曲「結心」（高校生・志多ら）

１6：10  終演予定

＊演奏時間が若干前後する可能性が
　 ございます。

問合せ

総務課  　　　☎７６・０５０２

志多ら  　　　☎７６・１７０８　 

のき山学校  ☎７６・１７２２保健福祉センター 福祉課  ☎７６・１815

開催日　３月１１日（土） 　　　

会　場　　東栄ドーム 　 

入場券 （運営協力券） 一般 1,000円、町民 500円

 　※高校生以下、障がい者の方は無料

入場券販売所 　 

　　東栄町役場窓口  （平日８:30〜17:15）

　　とうえい温泉 （10:00〜20:00 水曜定休日）

　　志多ら （9:00〜18:00）

　 ※志多らホームページでもチケット購入できます。

　　のき山学校 （10:00〜17:00 水・木曜定休日）

※新型コロナウイルスワクチンを接種後、以下の期間

は献血をご遠慮ください。

　・ mRNAワクチン（ファイザー社製・モデルナ社製）　

　48時間以内

　・ ウイルスベクターワクチン（アストラゼネカ社製）　

　　６週間以内

　輸血をされている方の約85％は50歳以上の方な

のに対し、献血いただいている方の60％以上は50

歳未満の方であり、この世代が輸血医療を大きく支

えています。

　しかし、少子高齢化のため、若年層（10～30代）の

献血者数は減少傾向です。そのため、若い世代の献

血へのご理解とご協力が必要不可欠です。

　この機会にぜひ献血に行ってみませんか？
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・フラワーアレンジメント「 マグノリア 」・

　本支援事業に参加して３年目となりました。本年度は予

算の都合上、実施項目を一点に絞り、町の文化財でもある

集会所前の枝垂れ桜の頬杖を引き続き整備します。この

枝垂れ桜をはじめ周辺には桜の木々が何本も植えられて

おり、毎年春になると見事な花を咲かせる光景はとても幻

想的で、地区自慢の桜スポットです。地区の方々が散歩が

てら花見を楽しまれたり、町内外から写真を撮りにみえた

り、毎年この桜を楽しみにしている人たちがいます。少しで

も長くこの古い桜の木が元気に咲き誇るよう、地区で見

守っていきたいです。会では夜桜を楽しむ集まりを企画し、

ライトアップも行っています。小林地区を知ってもらい、交

流が広がることを願っています。

楽しい集まりを紹介します！

職業紹介を行っています

　町では、事業の担い手が確保され、暮らしを支え

る事業が継続されるよう、町内で仕事を探している

方に向けて求人票の掲示・配布・職業紹介を行って

います。

　求人票をご覧になりたい方、求人募集を行いたい

事業者は役場までご相談ください。

持続する楽しい地域の
暮らしを作る会

総合計画

問合せ 経済課  ☎７６・１812

元気な地域づくり
支援事業の活動をお知らせします
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「
看
護
師
等
の
届
出
制
度
」
は
、
離
職
時
等

に
愛
知
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
へ
届
け
出
を

行
い
、
離
職
後
も
一
定
の
「
つ
な
が
り
」
を

持
つ
こ
と
に
よ
り
、
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
が
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
行
え
る
よ
う
、
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
制
度
を
通

し
て
、
交
流
会
や
技
術
研
修
の
案
内
、
求
人

情
報
の
提
供
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
健

師
・
助
産
師
・
看
護
師
・
准
看
護
師
と
し
て

の
仕
事
か
ら
一
旦
離
れ
る
方
や
、
免
許
を

持
ち
な
が
ら
そ
の
仕
事
を
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
ぜ
ひ
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
出
方
法　

届
出
サ
イ
ト
「
と
ど
け
る
ん
」
へ

ア
ク
セ
ス
し
て
必
要
事
項
を
入
力
す
る

方
法
と
、
離
職
時
等
に
就
業
先
が
本
人
に

代
行
し
て
届
け
出
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境
が
な
い
方
は
、

書
面
で
の
届
け
出
も
可
能
で
す
。

精
神
科
医
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

●
問
合
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

　
　
　
　

☎
０
５
３
６
・
２
２
・
１
１
６
０

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
休
業
支
援
金
・
給
付
金
」

受
付
終
了
の
お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
休
業
を
命
じ
ら
れ
た
も
の
の
、
休
業

手
当
の
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
労
働
者
に
対
し
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
休
業
支
援
金

・
給
付

金
」
を
支
給
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
末

｟
令
和
５
年
３
月
㕳㕱
日
｠
を
も
っ
て
終
了
す

る
予
定
で
す
。

　

申
請
期
限

｟
令
和
５
年
５
月
㕳㕱
日
｠
を
過

ぎ
る
と
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
厚

生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３
月
１
日（
水
）〜
７
日（
火
）

　

こ
こ
ろ
の
健
康
、
ア
ル
コ
ー
ル
等
依
存
症

に
関
す
る
お
悩
み
な
ど
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
㕱Ӻ
日
｟
金
｠

　

午
後
１
時
㕳㕰
分
～
３
時
㕳㕰
分
｟要
予
約
｠

場
所　

新
城
保
健
所

●
問
い
合
わ
せ
先

　

新
城
保
健
所 

健
康
支
援
課

　

地
域
保
健
こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ

　
　
　

  

☎
０
５
３
６
・
２
２
・
２
２
０
５

「
看
護
師
等
の
届
出
制
度
」

に
つ
い
て

●
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　

  

☎
０
５
２
・
８
７
１
・
０
６
０
０

自
衛
官
募
集

　

自
衛
隊
で
は
、
令
和
６
年
入
隊
の
一
般
曹

候
補
生
、
幹
部
候
補
生
｟
一
般
、
歯
科
・
薬

剤
師
｠
を
幅
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

・
一
般
曹
候
補
生

　

応
募
資
格　

㕱㕸
歳
以
上
㕳㕳
歳
未
満
の
者

　

受
付
期
間 

３
月
１
日
｟水
｠～
５
月
㕹
日
｟火
｠

　

試
験
日　

１
次
試
験

　
　

５
月
19
日
｟金
｠～
29
日
｟月
｠の
う
ち
１
日

・
幹
部
候
補
生
｟
一
般
｠

応
募
資
格　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
｟
ӼӺ
歳

以
上
22
歳
未
満
の
者
は
大
学
｟
短
期
大
学
を

除
く
｠
を
卒
業
し
た
者
｟
見
込
含
｠
、
修
士
課

程
修
了
者
等
｟
見
込
含
｠
は
28
歳
未
満
の
者
｠

受
付
期
間
　
　
　
　
　
　Å

飛
行
要
員
を
除
く

第
１
回　

３
月
１
日
｟水
｠～
４
月
14
日
｟金
｠

第
２
回　

３
月
１
日
｟水
｠～
６
月
15
日
｟木
｠

試
験
日 

第
１
回　

１
次
試
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
22
日
｟土
｠・23
日
｟日
｠

　
　
　
　

第
２
回　

１
次
試
験　

６
月
24
日
｟土
｠

・
幹
部
候
補
生
｟
歯
科
・
薬
剤
師
｠

応
募
資
格　

専
門
の
大
学
｟
短
期
大
学
を
除

く
｠を
卒
業
し
た
者
｟
見
込
含
｠、
ӼӺ
歳
以
上

ӽӺ
歳
未
満
の
者
｟
薬
剤
師
は
ӼӺ
歳
以
上
28

歳
未
満
の
者
｠

受
付
期
間 

第
１
回　

３
月
１
日
｟水
｠～
４
月
14
日
｟金
｠

第
２
回　

３
月
１
日
｟水
｠～
６
月
15
日
｟木
｠

試
験
日 

第
１
回　

１
次
試
験 

４
月
22
日
｟土
｠

　
　
　
　

第
２
回　

１
次
試
験　

６
月
24
日
｟土
｠

募
集
内
容

●
問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力

　

本
部 

豊
川
地
域
事
務
所｟
豊
川
駐
屯
地
内
｠

　
　
　

  

☎
０
５
３
３
・
８
５
・
２
４
１
１

●
問
い
合
わ
せ
先

　

新
城
市
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　

☎
０
５
３
６
・
２
２
・
４
８
０
２

『 

お
出
か
け
は

　
マ
ス
ク
戸
締
り
　
火
の
用
心 

』

春
の
火
災
予
防
運
動

　

毎
年
、
住
宅
火
災
に
よ
り
全
国
で
、
約
千

人
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
住
宅

火
災
の
原
因
で
多
い
の
は
、
コ
ン
ロ
、
た
ば

こ
、
電
気
機
器
｟
電
気
配
線
｠
、
放
火
、
ス
ト

ー
ブ
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

万
が
一
に
備
え
住
宅
用
火
災
警
報
器
や

住
宅
用
消
火
器
を
設
置
し
、
住
宅
防
火
対

策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

家
電
製
品
の
使
用
期
間
は
、
７
年
か
ら
㕱㕰

年
と
言
わ
れ
て
お
り
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
も
同
様
で
す
。
そ
の
ま
ま
使
用
を
続
け

る
と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池
切
れ
な
ど

で
火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
な
ど
、
正
常

に
作
動
し
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
危
険
で
す
。

　

機
器
の
製
造
年
月
日
を
確

認
し
、
㕱㕰
年
を
過
ぎ
て
い
れ

ば
、
機
器
の
交
換
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

２
０
２
２
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語



広報とうえい  2023.3月号11

「
暮
ら
し
旅
、東
栄
」を
開
催
し
ま
し
た
。

法
山
を
地
元
の
ガ
イ
ド
さ
ん
に
案
内
し

て
い
た
だ
い
た
り
、
移
住
さ
れ
た
方
が
や

っ
て
い
る
お
店
を
訪
れ
た
り
し
ま
し
た
。

お
店
へ
の
訪
問
の
中
で
は
、
移
住
し
て
開

業
に
至
る
経
緯
や
東
栄
町
で
の
暮
ら
し

の
魅
力
を
ご
紹
介
い
た
だ
く
だ
け
で
な

く
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
参
加
動
機
や

ま
ち
と
の
関
わ
り
の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
を

聞
く
交
流
の
時
間
も
用
意
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
山
間
地
域
へ
の
移

住
を
検
討
し
て
い
る
方
も
多
く
、
具
体

的
な
住
居
や
町
内
在
住
の
方
の
仕
事
な

ど
を
知
り
た
い
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
実
際
に
ま
ち
に
住
む

皆
さ
ん
と
交
流
で
き
た
こ
と
で
、
東
栄

町
を
好
き
に
な
り
「
ま
た
来
た
い
」
と
い

う
声
も
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際

に
、
町
営
住
宅
へ
の
入
居
を
決
め
た
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

今
回
多
く
の
好
評
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
た
め
、
今
後
も
本
企
画
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
継
続
的
に
実
施
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

1
月
22
日
｟
日
｠
、
当
協
会
の
主
催
企

画
と
し
て
、
東
栄
町
の
暮
ら
し
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
体
感
す
る
ま
ち
巡
り
ツ
ア
ー

「
暮
ら
し
旅
、
東
栄
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
は
、
東
栄
駅
を
集
合
解
散
と
し
、

路
線
バ
ス
『
東
栄
ま
ち
な
か
線
』　

を
活

用
し
た
日
帰
り
の
設
定
で
行
い
ま
し
た
。

ま
ち
巡
り
の
中
で
は
、
本
郷
地
区
の
弘

●
問
合
せ

　 

東
栄
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

 

　
　
　
　
　
　 

☎
７
６
・
１
７
８
０

家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
づ
い
て
、

声
を
か
け
る

本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
耳
を

傾
け
る

早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ

う
に
促
す

温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、
じ
っ

く
り
と
見
守
る 

気
づ
き

傾
　
聴

つ
な
ぎ

見
守
り 

観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
だ
よ
り

み
ん
な
で
つ
く
る
！

Vol.68

健
康
戦
隊

守
る
ン
ジ
ャ
ー

【
役
場
保
健
師
】

Vol.72

生きる

●
問
合
せ
　
福
祉
課 

☎
７
６
・
１
８
１
５

　

「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
と
は
、
悩
ん
で
い
る
人

に
気
づ
き
、
声
を
か
け
、
話
を
聞
い
て
、
必
要

な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
人
の
こ
と
で
す
。

　

㕱㕱
月
の
秋
晴
れ
の
日
、
下
川
の
お
い
で
ん
家
で

「
こ
こ
ろ
の
健
康
と
健
康
長
寿
—
い
の
ち
の
門
番

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
な
ろ
う
」
と
い
う
出
前
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。
日
常
生
活
を
振
り
返
り
、

「
気
づ
き
」
「
傾
聴
」
「
つ
な
ぎ
」
「
見
守
り
」
の
経
験

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
と
こ
ろ
、
例
え
ば
、
近
所

を
お
散
歩
し
て
い
る
と
、
い
つ
も
出
会
う
若
い
人

が
気
に
か
け
て
く
れ
て
｟
気
づ
き
｠
あ
い
さ
つ
を

し
て
く
れ
る
の
が
嬉
し
い
、
お
い
で
ん
家
に
い
つ

も
来
て
い
た
方
が
来
な
い
と
心
配
に
な
る
｟
気
づ

き
｠
、
友
達
か
ら
相
談
を
受
け
た
ら
話
を
聞
こ
う

と
思
う
｟
傾
聴
｠
、
と
い
っ
た
こ
と
が
話
題
に
あ

が
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
、
こ
の
よ
う
な
経
験
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
々
の
行
動
が

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
な
り
、
ひ
と
り
の
生
き
る
こ

と
の
促
進
要
因
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

健
康
推
進
係
は
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
出
前
講

座
の
開
催
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
は
東
栄
町
で
暮
ら
し
、
生
活
の
場

—
地
区
や
組
、
学
校
、
職
場
、
家
庭
な
ど
—

に
お
い
て
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
様
々
な
出

来
事
に
遭
遇
し
ま
す
。
自
殺
対
策
は
、
社
会

に
お
け
る
「
生
き
る
こ
と
の
阻
害
要
因
」
を

減
ら
し
「
生
き
る
こ
と
の
促
進
要
因
」
を
増

や
す
こ
と
を
通
じ
て
、
社
会
全
体
の
自
殺
リ

ス
ク
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

促
進
要
因
:
自
己
肯
定
感
、
信
頼
で
き
る
人

　

間
関
係
、
危
機
回
避
を
す
る
力
な
ど

阻
害
要
因
:
過
労
、
生
活
困
窮
、
育
児
や
介

　

護
疲
れ
、
い
じ
め
や
孤
独
・
孤
立
な
ど

参
照
:
内
閣
府 

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研
修
用
テ
キ
ス
ト

　
　
　
　

 

厚
生
労
働
省 

自
殺
総
合
対
策
大
綱

生
き
る
こ
と
の
促
進
要
因
と
阻
害
要
因

誰
で
も
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

　

複
雑
化
・
複
合
化
し
た
問
題
が
最
も
深
刻

化
し
た
と
き
、
「
平
均
４
つ
の
問
題
」
が
連

鎖
す
る
中
で
自
殺
が
起
き
て
い
る
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
自
殺
は
、
追
い
込
ま
れ
た

末
の
死
で
す
が
、
そ
の
多
く
は
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
き
る
こ
と

の
促
進
要
因
を
増
や
す
取
組
み
を
、
個
人
・

家
庭
・
学
校
・
地
域
で
取
り
組
み
、
誰
も
自

殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
生
き
心

地
の
よ
い
町
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
生
き
心
地
の
よ
い
東
栄
町
を
目
指
す

3月は自殺対策強化月間です。人に話すことで、心が軽くなるかもしれません。

話を聞いた相手は、力になれたと自己肯定感が高まるかもしれません。

人生いろいろ、個性もいろいろ、いろいろな生きることの促進要因を増やしましょう。

お
い
で
ん
家
で

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
出
前
講
座
を
開
催



小学校中学校

1年生1年生

2年生2年生

3年生3年生

4年生4年生

6年生6年生

5年生5年生

12

ヱ

㖱
ଈ
28
႘
⼲
チ
୙
๶
ヅ
୙
ଢ଼
⼵
ႏ
ᆪ

ฑ
⼮
ॺ
૷
व
⽙
ப
⼋
⽅
⼞
⼦
ヂ
୙
๶

⼵
ᆪ
⼶
㖱
⺶
㖳
年
生
チ
୙
ଢ଼
⼵
ᆪ
⼶

㖴
⺶
㖶
年
生
⼵
ᄇ
ᅳ
⽙
ப
⼋
チ
⾦
⽡

⾓
ვ
ම
⽙
⼠
⽒
⾎
⽼
⼇
⾰
⼓
࿊
ཧ
⼞

⼭
⼔
⽅
⼞
⼦
ヂ

ヱ

ௗ
年
ဗ
⼵
ॺ
૷
व
⼵
⽶
⾪
⼇
⽩
⾰

⼶
チ
ミ
ଣ
⼢
⼫
⼘
⽔
j
၎
y
⼯
⼞
⼦
ౣ

⽙
ヂ
ၫ
⼘
⽏
⼍
j
ർ
৩
⼯
শ
၌
⽙
ム
ヂ

⼤
⼞
⼭
チ
२
ॺ
年
⼓
⼤
⽓
⼥
⽓
⼵
⽈

⼝
⼠
⽱
⼇
⾨
⼵
ౣ
⽙
ነ
॰
⼲
⼞
⼭
チ

ဴ
႘
⼲
⽇
⼘
⼭
ᎉ
೺
⽙
ഓ
⼴
⼭
⼔
⽅

⼞
⼦
ヂ

ヱ

ࣿ
ॼ
ᄇ
ᅳ
⼯
ૺ
⽙
ᄇ
ᅳ
⼞
⽅
⼞
⼦

⼓
チ
⼰
⼵
ॺ
年
⽉
ᎉ
೺
⼵
ถ
ऐ
⽙
ഋ

ᇀ
⼲
ᄇ
৸
⼞
チ
⽶
⾪
⼇
⽩
⾰
ྫྷ
⽑
チ

⼑
ਰ
⼜
⽚
⼲
শ
၌
⽙
ይ
⼏
⽒
⽉
⼵
⼮

⼉
⼪
⼦
⼯
౩
⼋
⽅
⼠
ヂ

ヱ

጖
年
ဗ
チ
቎
஑
⼲
ႚ
ॺ
⼠
⽒
ಋ
ၔ

⼯
ᇱ
୦
ೄ
⽙
໴
ඉ
⼲
ႚ
ॺ
๊
ነ
व
⽙

ப
⼋
⽅
⼞
⼦
ヂ
ಋ
ၔ
⼿
⼵
๊
ነ
⽙
㖱

年
生
⼓
༶
ဴ
⼞
⽅
⼞
⼦
ヂ
ௗ
年
ဗ
ႚ

ॺ
⼞
⼦
㖱
年
生
⼓
ഷ
⽈
⼭
ミ
๐
ე
⼯

⼞
⼭
࿿
⼏
⽒
ム་
โ
⼱
඘
⼮
⼠
ヂ

ヱ

⼚
⼵
႘
⼵
⼦
⽈
⼲
チ

⼹
⼯
⽑
⼹
⼯
⽑
⼲

ვ
⽒
ጅ
ஶ
⽙
೚
ി

⼔
⼮
ఢ
ถ
⼞
⼦
⽑
チ

⽏
⽑
ᇀ
⼒
⽑
⽋
⼠

⼖
࿿
⼏
⽏
⼍
⼯
⽶

⾦
⽡
⾆
⽋
ᄇ
ᅳ
ମ

ஜ
⽙
୿
ᆍ
⼞
⼦
⽑

⼠
⽒
⼱
⼰
チ
੢
生
⽼
⽡
⾝
⽋
਷
⽆
ಐ

৖
⽙
ౚ
⼪
⼭
മ
ᅏ
⽙
⼞
⼭
⼔
⽅
⼞
⼦
ヂ

ᎉ
೺
⼮
⼶
⼑
ୗ
⼋
⼵
ᄇ
ᅳ
⽙
ଣ
஽
⼋
チ

ミ
⼶
⼔
⼶
⼔
⼯
་
⼔
⼋
ฤ
⼮
Ꭽ
⽙
⼞

⼭
⼋
⼭
⽏
⼒
⼪
⼦
ム
チ
ミ
⽶
⾦
⽡
⾆
⽙

ᇥ
⼏
⽒
⽼
⽡
⾜
⾰
⽭
⼶
Ꭽ
⼞
೸
⽖
⼪

⼭
⼒
⽐
⼓
⽏
⼋
⼯
౩
⼍
ム
⼱
⼰
チ
⽏
⽑

ᇀ
⼒
⽑
⽋
⼠
⼋
๊
ነ
⽙
ኬ
౪
⼞
࡝
ଣ

⽙
୪
ጺ
⼠
⽒
ౣ
⼒
⽐
⼶
チ
ཨ
ॺ
஑
⼲

ႚ
ॺ
⼞
⼭
⼒
⽐
⼵
ถ
ྙ
⼓
শ
⼟
⽐
⽓

⽅
⼞
⼦
ヂ

ヱ

๊
ነ
व
ဴ
႘
⽉
チ
ᎉ
೺
⼵
ถ
ऐ
⽙

生
⼒
⼞
チ
ฤ
⼵
་
⼔
⼜
⽋
୤
ᅐ
⼲
ਂ

⽙
⼫
⼘
チ
ಛ
ම
⽙
⽉
⼪
⼭
ཨ
ॺ
஑
生

ঊ
⽋
඾
ၜ
⼲
⼫
⼋
⼭
࿿
⼏
⽒
⼚
⼯
⼓

⼮
⼔
⽅
⼞
⼦
ヂ

入
学
説
明
会

入
学
説
明
会

学
芸
会

2
月
の
田
口
高
校
　
㖳
年
生
⼿
⼵
শ
೅
⼵
ਂ
ಏ
⼨
⼓
௔
⽉
⼪
⼦
ያ
‚
व
⼓

㖱
チ
㖲
年
生
⼲
⽏
⼪
⼭
्
௹
⼜
⽓
⽅
⼞
⼦
ヂ

｟林
業
科
２
年
｠

ス
マ
ー
ト
林
業

担
い
手
育
成
事
業
①

ヱ

⾆
⾪
⼇
⾰
⽶
⽬
⼇
⾨
⼵
๐
生
⽋
࠮
୻
ೄ
⼵
ད
ࡰ

⼵
ሑ
y
⽙
஬
౧
⼲
ൣ
⼔
チ
⾆
⾪
⼇
⾰
⼵
৿
໲
ஓ
່

⽋
຦
ఢ
ሑ
ሓ
チ
৘
ᎌ
⼠
⽒
ሓ
፭
⼲
⼫
⼋
⼭
ॺ
⼺
⽅

⼞
⼦
ヂ
ৰ
ຉ
࿨
⼱
຦
ఢ
⼒
⽐
ஸ
ဗ
⼱
ᅌ
ப
⼲
⽉
ྉ

๗
⼞
⼦
生
ည
⼒
⽐
⼶
ミ
⽶
⾃
⽠
⾀
⽬
⼵
຦
ఢ
⼓
ႍ
⼞

⼖
チ
⾆
⾪
⼇
⾰
⼵
ౣ
ฒ
ࡥ
ಏ
⼲
ન
๗
⼞
⽅
⼞
⼦
⼓
チ

ॼ
⼞
⼒
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⼦
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⼠
ム
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⼦
ฤ
⼓
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⽅
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⼦
ヂ

ヱ
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ヅ
፟
઄
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ട
⽸
⾰

⽼
⼇
⽙
ሞ
ኴ
⼞
⽅
⼞
⼦
ヂ
ந
઱

⾩
⼇
⽳
⼇
⽙
ዿ
⼋
⼦
ස
፟
⽬
⾦

⽣
⾆
ँ
⼱
⼰
ଡ
ၾ
⼵
⽶
⾛
⼇
⾅

፟
઄
೘
ຎ
ಈ
፯
チ
⽶
⽫
ヅ
⾏
⾋
⽪

⼵
ዓ
ፕ
ᅺ
⼵
ଞ
੄
⼲
⼫
⼋
⼭
ॺ

⼽
⼚
⼯
⼓
⼮
⼔
⽅
⼞
⼦
ヂ
ஸ
ต

Ⴗ
፟
઄
৿
ॅ
ビ
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優
良
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
の
日
に
、
設
楽
警
察

署
内
で
の
講
習
受
講
後
｟
30
分
程
度
｠

交
付
さ
れ
ま
す
。

一
般
・
違
反
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
後
に
講
習
日
を
指
定

し
ま
す
の
で
、
そ
の
講
習
を
受
講
後

に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
講
習
が
お
済
み
の
方
は
、

更
新
手
続
き
の
日
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

※

警
察
署
で
の
更
新
受
付
は
、
す
べ
て

平
日
の
正
午
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

こ
ち
ら

設
楽
警
察
署

ふ
る
さ
と
歌
壇

一
月
詠
草

竹
田
　
正
子

福
田
　
幸
代

小
野
田
博
文

佐
々
木
秀
子

内
藤
　
久
代

渡
辺
　
禮
子

伊
藤
　
久
美

堂
地
　
雅
子

伊
藤
　
義
信

杉
野
み
つ
子

い
ま

初
雪
を
手
の
平
に
の
せ
溶
け
ゆ
く
を
吾
は
負
け
じ
と
透
析
に
励
む

新
し
き
日
記
・
家
計
簿
取
り
揃
う
も
自
身
の
中
味
は
未
だ
決
ま
ら
ず

紅
白
を
囲
う
こ
た
つ
の
み
か
ん
山
梵
鐘
染
み
る
除
夜
の
ひ
と
と
き

三
年
ぶ
り
の
本
格
的
な
花
祭
昼
　
の
支
度
に
米
二
升
磨
ぐ

蕎
麦
を
伸
す
冬
菇
の
如
き
母
の
手
は
黙
っ
て
ト
ン
ト
ン
木
枯
ら
し
の
夜

神
仏
の
ご
加
護
か
命
存
へ
て
新
た
な
る
年
の
初
日
影
浴
ぶ

道
後
・
草
津 

温
泉
め
ぐ
り
気
持
ち
良
し
我
が
家
の
お
風
呂
で
温
泉
気
分

大
小
の
彩
り
豊
か
な
靴
下
が
十
二
足
揺
れ
る
元
日
の
朝

年
の
暮
れ
一
人
住
ま
い
の
老
い
耄
れ
も
周
り
に
連
れ
て
心
忙
し
く

腰
痛
み
杖
を
頼
り
に
よ
ろ
よ
ろ
と
向
き
を
変
え
る
は
ロ
ボ
ッ
ト
の
よ
う
に
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東
栄
町
内

◎
刑
法
犯
総
数

・
窃
盗
犯

｟
自
動
車
関
連
窃
盗
｠

・
特
殊
詐
欺

◎
人
身
事
故
件
数

・
死
者
数

・
負
傷
者
数

◎
物
損
事
故
件
数

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
人 

｟
0
｠

0
人 

｟
0
｠

4
件 

｟
4
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
人 

｟
0
｠

26
件 

｟
26
｠

郡 

内

Å

｟　

｠
内
は
1
月
か
ら
の
累
積

犯
罪
事
故
発
生
件
数

令
和
５
年
1
月

優 

勝

二 

位

三 

位

三
城　

信
和

伊
藤　
　

勉

西
林　

信
彦

優 

勝

二 

位

加
藤　

育
代

杉
野
き
よ
み

優 

勝　

伊
藤　
　

勉

女
子

一
部

優 

勝

二 

位

森
上　

祥
高

青
山　
　

進

二
部

総
合

弓
友
会 

月
例
会
成
績
表

2
月
9
日 

東
栄
町
弓
道
場

Å

総
合
優
勝
は
、
全
員
参
加
で
最
後
ま
で

　

的
中
し
つ
づ
け
た
人
が
優
勝
で
す
。

運転免許更新のご案内
●
設
楽
警
察
署　

６
２
・
０
１
１
０

東
栄
町
囲
碁
の
会

会
長
杯

 

囲
碁
大
会

令
和
５
年
１
月
21
日
︵
土
︶

会
場  

本
郷
赤
谷
集
会
所

優 

勝

二 

位

三 

位

林 

み
ち
子  

６
勝
０
敗

三
輪 

直
司  

５
勝
２
敗

熊
谷 

吉
男  

４
勝
３
敗

の

ぼ

つ

ど
ん
こ

な
が
ら

警
察
官
・
警
察
職
員
募
集

感
謝
状
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た

　

１
月
18
日
に
設
楽
町
の
奥
三
河
総
合
セ
ン
タ

ー
で
、
感
謝
状
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。
交
通

安
全
協
会
設
楽
支
部
前

常
任
理
事
、
青
山
功
さ
ん

(

59)

=
豊
根
村
下
黒
川

=
に
県
警
本
部
長
感
謝

状
を
伝
達
、
60
人
と
27

団
体
の
代
表
に
署
長
感

謝
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

◎
第
１
回
警
察
官
｟
Ａ
｠
【
大
卒
程
度
】
・

　 

｟
Ｂ
｠
【
高
卒
程
度
】
採
用

　 

及
び
第
１
回
警
察
職
員
採
用
【
大
卒
程
度
】

・
受
付
期
間
・受
験
資
格
・試
験
日
程
・給
与
等
に

　
つ
い
て
は
、
受
験
案
内
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
警
察
官
・
警
察
職
員
の
採
用
に
関
す
る

　 

案
内
及
び
問
合
せ
先

・ 

採
用
セ
ン
タ
ー
直
通
電
話

　
　
　
　

  

☎
０
５
２
・
９
６
１
・
１
４
７
９

　
｟
月
～
金
曜
日
［
祝
日
は
除
く
]

　

 

午
前
８
時
㕴㕵
分
か
ら
午
後
５
時
㕳㕰
分
ま
で
｠

・ 

愛
知
県
警
察
採
用
情
報
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
ア
ド

　

レ
ス h

ttp
s

://
w

w
w

.p
re

f
.a

ic
h

i.jp

　 /
p

o
lic

e
/
s
y
o

k
a
i/

s
a
iy

o
u

/

・ 

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー　

ア
カ
ウ
ン
ト
名
:
愛
知
県

　 

警
察 

警
務
課
採
用
セ
ン
タ
ー　

　 

ア
カ
ウ
ン
トID

:@
A

P
_s

a
iy

o
 

・ 

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　

ア
カ
ウ
ン
ト
名
:
愛
知
県

　 

警
察
本
部
採
用
セ
ン
タ
ー

　 

ア
カ
ウ
ン
トID

:
＠s

u
m

５
５
５
８x

河
合
裕
浩
署
長
は
基
本
方
針
を
「
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
安
全
な
北
設
楽
の
確
立
」
と
定
め
、
さ

ら
に
そ
の
活
動
指
針
と
し
て
「
交
通
死
亡
事
故

連
続
ゼ
ロ
」
「
刑
法
犯
認
知
件
数
ゼ
ロ
」
「
山
岳

事
故
ゼ
ロ
」
を
将
来
に
わ
た

る
目
標
と
し
て
掲
げ
ま
し

た
。
私
た
ち
署
員
一
同
、
目

標
に
む
け
一
致
団
結
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ᰥ



施
設
利
用
（
1
月
）

戸
籍
の
窓
口

※住民基本台帳　※単位：人

令和5年1月の利用者数施　　設　　名 1月までの累積利用者数

人
口
と
世
帯

人 口

男

女

世帯数

2,850

1,383

1,467

1,355

 ±0）

+4）

−4）

−1）

転 入

転 出

出 生

死 亡

12

6

0

6

1月末日現在 前月比

交流促進センター 「 千 代 姫 荘 」

と う え い 温 泉

と う え い 健 康 の 館

グ リ ー ン ハ ウ ス （宿泊者）

体 育 施 設

52

96

12,463

269

195

464

（

（

（

（

（

（

23）

8）

12,102）

394）

90）

453）

1,683

1,489

108,902

2,894

1,366

14,151

（

（

（

（

（

（

1,432）

372）

86,052）

 2,436）

847）

7,561）

営業当初からの累計利用者数　3,918,194

1月15日～2月14日受付

※（　）内は前年度同月による　　※単位 ：人

14

納
税
等

森林体験交流センター

「スターフォーレスト御園」

（

（

（

（

●お悔やみ

中道○昌之 89 本郷

鈴木志津子 100　 振草

※東栄町に住所を有し、町外で

出生・死亡の届出をされた方

も掲載対象となりますので掲

載を希望される場合は、お早

めに住民課へ申し出ください。

氏　名　　　　  年 齢 　 　住 所

子育て支援センター（にこにこ広場）

宮地 陽子 伊藤亮　集英社

ティムラズ・レジャバ　ダヴィド・ゴキナシュヴィリ

　星海社

●スラムダンク奨学生インタビュー その先の世界へ

●大使が語るジョージア　観光・歴史・文化・グルメ

tupera tupera　学研プラス

●くだものさん

新
着
図
書

東栄町図書室 

納期限: 3月31日

●国民健康保険料　　

●後期高齢者保険料　　

●保育料　　　　

●水道使用料（下水・農集排使用料含む）

●住宅使用料

●放課後児童クラブ利用料

　昨年11月18日に出生届が提出され、大治町の人口が

33，333人に到達しました。このことを記念して、記念

証交付式が行われました。33，333人目の町民となっ

たお子さんのご家族からは、33,333人目という運を

味方に元気に育ってほしいと、驚きと喜びのコメントを

いただきました。

大治町友好自治体



3 March. 2023

※カレンダーのイベント等は、新型コロナウイルス感染症の予防等により、中止・変更になる場合が

あります。中止・変更の際は対象者への個別連絡、とうえいチャンネルへの掲載で対応しますので、

ご了承ください。

町議会総務経済委員
会・文教福祉委員会

広報とうえい  2023.3月号15

Tue Wed Thu Fri SatMonSun

ドレミの会
（小林）

美魔女づくり教室

シャレおじの会

予防接種

予防接種行政相談

町議会本会議
(開会)

東栄町消防
観閲式

町議会本会議
(閉会)

町議会一般質問

町議会
予算特別委員会

民生委員児童委員
協議会定例会

ノーメディアデー

さわやかクラブ

巡回職業相談

たんぽぽの会

たんぽぽの会

たんぽぽの会

ペットボトル等
回収日

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

学年末保護者会
・学級懇談会
(小学校)

保護者会
(中学1・2年生)

お別れハイキング
(小学校）

和太鼓「絆」交流
プロジェクト
(小学5・6年生
 参加）

お別れハイキング
予備日(小学校）

卒業式(中学校）

卒業式(小学校）
修了式
(小・中学校）

ペットボトル・白トレイ
乾電池回収日

イベント・事業など

保健事業

たんぽぽの会

学校行事

ドレミの会

ゆめ工房

春分の日

3 4

5 6

1 2

10 11

12 13

7 8 9

17

24

18

2519

26

20

27
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21

28
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22
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23
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総務課　　☎７６ ・ 0501

とうえいチャンネル

東栄町公式 SNS

LINE

Facebook

Twitter

　12チャンネルで、様々なまちの情

報を配信しております。とうえいチャ

ンネルについて、お困りの方は役場

総務課までお問い合わせください。 

　町では、SNSにより、まちの身近

な話題やできごとなど、魅力的な情

報をタイムリーに発信しています。

※通信料は利用者負担です。

令和5年3月1日発行   No.759

発行 ： 東栄町役場　〒449-0292  愛知県北設楽郡東栄町大字本郷字上前畑 25

ホームページ  http://www.town.toei.aichi.jp　メールアドレス  soumu@town.toei.lg.jp　

編集 ： 東栄町役場総務課

広報とうえい

このコーナーでは東栄町に住む人を紹介していきます。来月は、今月登場した人に紹介していただきます。

その 168

20

東栄町在住歴  80年

伊 藤 節 子 さん （振草）
せつこ

2月2日（木）、とうえい保育園の節分に

お邪魔してきたに。鬼が登場すると勇敢に

豆を投げて退治したよ。

みんなも豆まきしたかな？

鬼にもいろんな種類や解釈があるだに。

東栄町で700年以上続く『花祭』にも登場

する鬼。どんな鬼がいて、それぞれの鬼が

どんな意味を持っているか知ってるかな？

これを機に、ぜひ『花祭』ついても調べ

てみて、遊びに来てね！

オニスターのおでかけ日記

東栄町

ホームページ

(花祭)

オニスターの

おでかけ日記

(インスタグラム)

町からの
情報をチェック！


